
Contents

VOL.461

発　行 ● 富山県商工会連合会  （責任者／ 石澤義文）
　　　　　 〒 930-0855 富山市赤江町 1-7
　　　  　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　 　 URL http://www.shokoren-toyama.or.jp

発行日 ● 平成 25 年 11月1日  （毎月1 回 1日発行）

定　価 ● 一部 50 円  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可

　
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
主
催
の
第
十
五
回
商
工
会
女
性
部
全
国

大
会
が
十
月
十
七
日
、
愛
媛
県
松
山
市
で
開
か
れ
、
主
張
発
表
大
会
に

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し
た
平
井
潤
子
さ
ん
が
、
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
。

２　青年部中部ブロック大会　他
３　ものづくり補助金認定支援事例　他
４　わが社も経営改善にチャレンジ　他
５　県同友会結成 35 周年記念事業　他
６　県制度融資の見直し　他
７　月刊商工会より
８　12 月のイベント　他

市
で
し
ょ
う
が
！
』
の
特
産
品
開
発

事
業
に
つ
い
て
発
表
し
、
女
性
部
活

動
の
原
点
に
立
ち
返
り
取
り
組
ん
だ

一
連
の
活
動
が
、
町
の
活
性
化
や
自

身
の
鍼
灸
院
の
経
営
に
生
か
さ
れ
た

こ
と
を
訴
え
た
。

平
井
さ
ん
は
、「
女
性
部
員
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
評

価
さ
れ
て
嬉
し
い
」
と
話
し
た
。
富

山
県
と
し
て
は
同
大
会
初
の
受
賞
と

な
る
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
発
表
に
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

今
回
か
ら
各
発
表
者
の
発
表
前
に

二
分
間
の
応
援
・
Ｐ
Ｒ
映
像
の
上
映

全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
代
表
六
名
が
、
日
本
一

を
目
指
し
て
日
頃
の
女
性
部
活
動

に
つ
い
て
紹
介
。

平
井
さ
ん
は
砺
波
市
で
八
月
に

開
か
れ
た
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
本
大
会
に

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
。

上
市
町
商
工
会
女
性
部
で
町
特

産
の
生
姜
を
使
っ
た
シ
ロ
ッ
プ
『
上

商工
春
秋
　

十
一
月
一
日

は
一
が
三
つ
続

く
こ
と
か
ら
、
ワ
ン
ワ
ン

ワ
ン
―
つ
ま
り
「
犬
の
日
」
に
制

定
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
耳
の
日

や
良
い
夫
婦
の
日
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
数
字
の
語
呂
合
わ
せ
で
記
念
日

と
な
っ
て
い
る
日
も
少
な
く
な
い

▼
語
呂
合
わ
せ
が
日
本
で
い
つ
頃

か
ら
使
わ
れ
始
め
た
の
か
は
定
か

で
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
に
こ
と

わ
ざ
や
成
句
な
ど
に
口
調
・
音
声

を
似
せ
て
意
味
の
異
な
る
句
を
作

る
言
語
遊
戯
の
「
語
呂
を
合
わ
せ

る
」
か
ら
派
生
し
て
い
る
と
も
言

わ
れ
る
。
ま
た
、
数
字
や
記
号
な

ど
を
意
味
の
あ
る
文
章
に
置
き
換

え
る
こ
と
は
一
部
の
ア
ジ
ア
圏
特

有
の
風
習
ら
し
い
。
歴
史
年
表
や

元
素
記
号
な
ど
を
暗
記
す
る
の
に

学
生
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
方

も
多
い
だ
ろ
う
▼
こ
れ
だ
け
日
本

人
に
な
じ
み
深
い
語
呂
合
わ
せ
を

何
と
か
企
業
経
営
に
も
活
か
し
た

い
も
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
商
品

名
に
語
呂
を
合
わ
せ
た
も
の
も
多

く
発
売
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
企
業

で
は
社
是
に
採
用
し
て
い
る
所
も

あ
る
。
他
に
も
広
告
や
企
業
案
内

な
ど
で
、
思
わ
ず
ク
ス
ッ
と
な
る

よ
う
な
表
現
が
あ
れ
ば
、
知
名
度

向
上
に
一
役
買
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

第
十
五
回 

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
　 

え
ひ
め

時
間
が
設
け
ら
れ
、
各
商
工
会
地
域

の
特
色
や
女
性
部
の
個
性
あ
ふ
れ

る
映
像
も
見
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
。

主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

      

平
井
潤
子
さ
ん（
上
市
町
）が
最
優
秀
賞
！

in

中部ブロック代表として発表する平井さん

表彰を受ける平井さん

多数の女性部員が参加
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上
野
さ
ん
は
、
自
分
の
仕
事
の

将
来
に
不
安
を
抱
え
て
い
た
と
き

青
年
部
の
仲
間
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
こ
と
や
、

自
ら
が
企
画
し
た
「
仮
面
で
町
コ

　

富
山
市
北
商
工
会
女
性
部
呉
羽
支

部
で
は
、地
域
の
特
産
品
で
あ
る「
呉

羽
梨
」
を
使
っ
た
サ
イ
ダ
ー
を
試
作

し
た
。

　

当
支
部
で
は
三
年
前
に
、
呉
羽
梨

の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
女
性
部
役
員

が
「
呉
羽
梨
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
プ
ラ

ン
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

そ
こ
で
梨
を
使
っ
た
新
商
品
の
試
作

開
発
を
行
い
、
様
々
な
梨
の
加
工
品

を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
製
作

し
た
。
更
に
今
年
度
新
商
品
を
開
発

し
た
い
と
ご
当
地
サ
イ
ダ
ー
に
注
目

し
、
今
回
の
元
気
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
っ
た
。

　

試
作
し
た
サ
イ
ダ
ー
は
、
九
月
一

日
、
二
十
二
日
の
二
日
間
、
富
山
県

中
央
植
物
園
で
開
催
さ
れ
て
い
た

「
梨
を
味
わ
う
」
イ
ベ
ン
ト
会
場
で

試
飲
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
来
場
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

　

今
後
は
、
梨
サ
イ
ダ
ー
を
使
っ
た

「
ゼ
リ
ー
」
や
「
パ
ン
」
等
の
加
工

品
を
試
作
し
呉
羽
梨
の
魅
力
を
伝
え

て
い
き
た
い
。

くれは梨サイダー

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、『
伊い

～
予よ

♡
お
い
で
よ
“
媛ひ
め

の
国
”
～
愛え

顔が
お

あ

ふ
れ
る
愛
媛
の
出で

愛あ
い

～
』。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
川
之
江
高
校

書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
開
幕
。
末
武
栄
子
全
国
商
工

会
女
性
部
連
合
会
長
が
挨
拶
の
中

で
、参
加
し
た
女
性
部
員
に
対
し「
人

口
減
少
や
産
業
衰
退
で
厳
し
い
環

境
で
あ
る
が
、
女
性
部
が
魅
力
あ
る

事
業
を
行
い
、
地
域
や
商
工
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
、
全
女
性
連
の
各
種
事

業
表
彰
が
行
わ
れ
、
ま
ち
（
地
域
）

づ
く
り
顕
彰
に
お
い
て
、
射
水
市
商

工
会
女
性
部
が
「
地
元
特
産
の
食
材

を
活
か
し
た
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
『
い

み
ず
丼
』
で
地
域
活
性
化
」
の
取
り

組
み
が
表
彰
さ
れ
た
。

主
張
発
表
に
続
い
て
行
わ
れ
た
基

調
講
演
で
は
、
豊
岡
台
病
院
委
員
長
、

日
本
笑
い
学
会
四
国
支
部
代
表
の
枝

廣　

篤
昌
氏
に
よ
る
「
愛え

顔が
お

の
チ
カ

ラ
」
と
題
し
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

元
気
な
商
工
会

地
域
づ
く
り
支
援
事
業

（
経
過
報
告
）

第
十
五
回 

商
工
会
女
性
部

全
国
大
会
in
え
ひ
め

第
十
五
回 

商
工
会
女
性
部

全
国
大
会
in
え
ひ
め

第
十
五
回 

商
工
会
女
性
部

全
国
大
会
in
え
ひ
め

ン
！
入
善
ジ
ャ
ン
ボ
コ
ン
パ
！
」

を
成
功
さ
せ
た
こ
と
を
発
表
し
、

「
青
年
部
活
動
と
は
人
口
増
加
と
若

者
の
流
失
を
防
ぐ
こ
と
」
と
締
め

く
く
っ
た
。上

野
さ
ん
は
平
成
二
十

六
年
二
月
四
日
に
埼
玉
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と

し
て
出
場
す
る
。

ま
た
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

で
は
レ
ク
セ
ン
ト
（
株
）

の
柴
田
真
希
氏
が
「
～

逃
げ
場
の
な
い
覚
悟
が
道

を
拓
く
～
“
本
気
で
生
き

る
！
”」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
さ
れ
た
。

末武会長より表彰を
受ける徳永会長

富
山
県
代
表 
上
野
幸
樹
さ
ん（
入
善
町
）が
最
優
秀
賞
！

十
月
二
十
三
日
に
岐
阜
県
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
に
お
い

て
、
平
成
二
十
五
年
度
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
合
会
交
流
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

研
修
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
主
張
発
表
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
で
は
、
各
県
の
代
表
四
人
が
発
表
し
富
山
県
代
表
の
入
善

町
商
工
会
青
年
部
の
上
野
幸
樹
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

入善町商工会青年部の上野幸樹さん
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

も
の
づ
く
り
試
作
開
発
補
助
金
採
択
事
例
紹
介

テーマ

鋼
板
切
断
及
び
穴
加
工
の
高
速
・
高
品
質
化

に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
実
現

企
業
名
　
㈲
河
辺
鉄
工
所

所
在
地
　
富
山
市
草
島

代
表
者
　
高
畠
久
弥

業
　
種
　
金
属
製
品
製
造
業

当
社
は
鋼
板
や
鋼
材
を
切
断
、

穴
加
工
、
溶
接
し
て
貯
水
タ
ン
ク

や
タ
ン
ク
の
架
台
、
煙
突
や
ダ
ク

ト
と
い
っ
た
鉄
鋼
を
使
用
し
た
製

缶
品
を
主
に
生
産
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
製
缶
品
は
主
に
県
内

の
排
煙
装
置
や
貯
水
タ
ン
ク
を
設

備
す
る
プ
ラ
ン
ト
企
業
よ
り
、
新

規
工
場
建
設
や
施
設
修
理
の
際
に

県
内
の
鉄
鋼
系
専
門
商
社
を
経
由

し
て
受
注
生
産
し
て
い
る
。

ま
た
、
富
山
県
西
部
の
高
岡
地

区
か
ら
射
水
地
区
に
か
け
て
船
舶

用
ス
ク
リ
ュ
ー
材
料
や
美
術
工
芸

品
等
に
使
用
さ
れ
る
銅
合
金
イ
ン

ゴ
ッ
ト
や
非
鉄
合
金
イ
ン
ゴ
ッ
ト

の
製
作
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
溶
解

炉
内
で
イ
ン
ゴ
ッ
ト
製
作
時
に
発

生
す
る
異
物
等
除
去
の
た
め
使
用

さ
れ
る
「
カ
ス
上
げ
」
と
呼
ば
れ

　
　

富
山
市
北
商
工
会
和
合
支
所

経
営
指
導
員
　
堀
井
　
雅
俊

る
工
具
部
品
に
つ
い
て
月
産
百
～

百
五
十
本
を
生
産
納
品
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
製
缶
品
や
カ
ス
上
げ

品
は
一
マ
ー
ク
数
十
個
の
オ
ー

ダ
ー
単
位
生
産
で
あ
り
、
熟
練
作

業
者
が
ケ
ガ
キ
、
鋼
材
の
切
断
穴

あ
け
か
ら
、
溶
接
、
仕
上
げ
ま
で

手
作
業
に
よ
る
製
造
で
あ
る
た
め
、

生
産
の
合
理
化
や
納
期
短
縮
、
受

注
拡
大
に
は
限
度
が
あ
っ
た
。

か
ね
て
よ
り
全
て
の
工
程
を
熟

練
工
の
手
加
工
で
行
う
こ
と
に
生

産
性
の
問
題
を
感
じ
、
Ｎ
Ｃ
制
御

自
動
化
を
検
討
し
て
い
た
が
、
商

工
会
よ
り
も
の
づ
く
り
補
助
金
の

案
内
を
受
け
、
是
非
と
も
と
思
い

立
っ
て
申
請
の
相
談
を
し
た
。

こ
の
ほ
ど
「
も
の
づ
く
り
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
試
作
開
発

等
支
援
補
助
金
二
次
公
募
」
の
採

択
を
受
け
た
の
で
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ
プ
ラ

ズ
マ
切
断
機
を
導
入
し
、
ケ
ガ
キ
、

切
断
、
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
、
ポ
ン
チ

ン
グ
等
の
工
程
自
動
化
を
図
る
こ

と
で
、
品
種
に
よ
っ
て
は
生
産
性

五
割
ア
ッ
プ
の
達
成
を
目
指
す
。

併
せ
て
品
質
、
納
期
精
度
を
向
上

し
受
注
拡
大
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　

何
を
今
更
、
そ
れ
も
商
工
会

が
余
計
な
こ
と
に
手
を
出
し
て

と
、
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
を

覚
悟
で
、
観
光
が
商
工
振
興
と

多
く
の
関
連
が
あ
り
観
光
振
興

は
商
工
振
興
と
密
接
な
関
係
が

あ
る
こ
と
を
お
話
し
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。

●
観
光
っ
て
？

　

古
く
は
中
国
の
『
易
経
』
に

語
源
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
わ
く
、「
地
域
の
す
ぐ
れ
た
も

の
、
光
り
輝
く
も
の
を
観
る
／

観
せ
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

●
光
り
輝
く
っ
て
？

　

こ
の
中
で
ま
ず
大
切
な
こ
と

は
輝
く
た
め
に
は
自
分
た
ち
が

幸
せ
に
な
る
こ
と
で
す
。
幸
せ

に
生
き
生
き
と
し
て
い
る
姿
は

だ
れ
が
見
て
も
素
晴
ら
し
い
も

の
で
す
。
観
光
振
興
は
決
し
て

難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
た
ち
が
幸
せ
に
な
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
良
い
の
で
す
。

●
そ
の
た
め
に
は
？

　
①
経
済
的
に
潤
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
自
分
の
周
り
に
あ
る
日

常
を
外
来
者
の
目
線
で
、
振
り

返
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
こ
と
は
簡
単
に
見
え
て
な

か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
特

に
重
要
な
点
は
『
外
来
者
の
目
線

で
見
る
』
こ
と
で
す
。

　
②
下
町
谷
中
の
例

　

東
京
の
台
東
区
に
「
下
町
風
景
」

で
有
名
な
谷
中
と
云
う
町
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
点

景
の
一
つ
に
路
地
裏
の
石
段
で
日

な
た
を
楽
し
む
猫
が
い
ま
す
。
都

会
で
は
、
近
年
め
っ
き
り
野
良
ネ

コ
を
見
る
機
会
も
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
都
会
の
片
隅
で
身
の
危
険

を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
、
石
段
で

ね
む
っ
て
い
る
猫
、
地
元
の
人
か

ら
見
れ
ば
日
常
変
わ
ら
ぬ
点
景
な

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、外
来
者
（
町

の
外
か
ら
来
た
人
た
ち
）
か
ら
見

た
ら
ま
さ
に
「
癒
し
」
の
象
徴

と
し
て
の
風
景
で
し
た
。
こ
の
写

真
が
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
る
に
つ
れ
て

観
光
客
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
③
な
に
も
変
え
な
い
こ
と

　

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
谷
中
が
成
功
し
た
の
は

こ
こ
で
観
光
客
を
迎
え
る
た
め
に

自
分
た
ち
を
変
え
な
か
っ
た
こ
と

な
の
で
す
。
正
直
、
本
音
は
観
光

客
よ
り
地
元
客
の
方
が
、
自
分
た

ち
に
と
っ
て
は
比
重
が
高
い
と
判

断
し
た
か
ら
な
の
で
す
。

県
連
合
会
総
合
支
援
室　

Ｓ

商
工
会
と
観
光
①

工
数
50
％
自
動
化
を
目
指
し
高
生
産
性
の
追
求

�����������������������������������������������������
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年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

　
経
営
改
善
が
必
要
な
企
業
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
「
経

営
環
境
変
化
資
金
」
が
有
効
で
す
。

　
資
金
支
援
の
他
、
認
定
支
援
機
関
（
商
工
会
、
金
融
機
関
、

認
定
税
理
士
等
）
が
事
業
計
画
の
作
成
支
援
や
進
捗
状
況
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
し
ま
す
。

　
資
金
調
達
が
難
航
し
て
い
る
企
業
に
有
効
で
す
。

●
制
度
の
概
要

貸
付
対
象
者
：
①
借
入
金
負

担
が
重
く
経
営
の
改
善

に
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と

②
認
定
支
援
機
関
ま
た

は
公
庫
の
経
営
指
導
を

受
け
て
、
事
業
計
画
書
を

作
成
す
る
こ
と

貸
付
限
度
：
四
千
八
百
万
円

貸
付
期
間
：
設
備
十
五
年
、

運
転
五
年
（
特
例
八
年
）

金
利
：
日
本
政
策
金
融
公
庫

基
準
金
利
マ
イ
ナ
ス
〇
・

四
％

事
業
計
画
の
進
捗
状
況
：
認

定
支
援
機
関
に
年
二
回
、

三
年
間
状
況
報
告

●
事
業
計
画
書
の
作
成

　

三
年
程
度
の
中
期
計
画
で

「
取
組
む
具
体
策
」「
Ｐ
Ｌ
計
画
」

「
債
務
償
還
年
数
推
移
」
を
明

確
に
し
計
画
終
了
時
の
目
標
と

行
動
計
画
を
作
成
す
る
。

●
事
業
計
画
進
捗
報
告

　

計
画
値
に
対
す
る
実
績
値

を
確
認
し
取
組
ん
だ
事
項
や
、

未
達
の
場
合
の
要
因
を
把
握

し
て
計
画
に
取
組
み
ま
す
。

●
経
営
改
善
に
は
、
経
営
者

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
不
可
欠
で

す
。
企
業
が
全
員
参
加
で
取

組
む
他
、
認
定
支
援
機
関
や

金
融
機
関
な
ど
外
部
の
意
見

を
組
込
む
こ
と
が
有
効
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
計
画

を
定
着
化
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
商
工
会

ま
た
は
、
県
商
工
会
連
合
会
に

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　ニッポン全国から約３５０社が池袋サンシャインシティに集結し、自慢の産品を販売します。毎回多くのメディア
で紹介され、話題になる「ニッポン全国ご当地おやつランキング」も継続実施されます。富山県からは事業者、商工
会合わせて１０ブースの出展があります。多数のご来場をお待ちしております。

入場
無料

期日／平成25年11月22日（金）～24日（日）10：00～19：00（最終日は17：00閉場）
会場／池袋サンシャインシティ　Ａ・Ｂホール（東京都豊島区東池袋３－１）

お問い合せ先 : ニッポン全国物産展事務局（受付時間 : 平日10:00～18:00） TEL03-3868-2880 http://all-nippon.jp/

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
脇
本
恭
成

会
長
）は
、平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
九
日
、

小
矢
部
市
立
津
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
商
工
会
青
年
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
実
施
し
た
。
当
日
は
南
砺
市
の

浅
田
部
長
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、十
四
チ
ー

ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
選
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
目
的
は
県
内
青
年
部
の

親
睦
と
部
員
の
健
康
増
進
で
あ
る
が
試
合

が
始
ま
れ
ば
、
ど
の
青
年
部
員
も
優
勝
を

目
指
し
真
剣
な
眼
差
し
で
白
球
を
追
い
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
た
。

●
試
合
結
果
●

優 

勝　

小
矢
部
市
チ
ー
ム

次 

勝　

富
山
市
八
尾
山
田
チ
ー
ム

参 

勝　

南
砺
市
Ｂ
チ
ー
ム

商
工
会
青
年
部
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

結成35周年記念　県同友会親睦ゴルフ大会開催

団体優勝　　　　立山舟橋チーム　（220.2）
　　２位　　　　射水市チーム　　（227.8）
　　３位　　　　大山チーム　　　（228.4）
個人優勝　　　　高田英司（立山舟橋）　（66）
　　２位　　　　清水宏篤（大山）　　　（71）
　　３位　　　　吉田　勉（福光）　　　（73.2）
ベストグロス賞　高田英司（立山舟橋）　（66）

　県同友会の親睦ゴルフ大会が９月 25 日（水）立山
カントリークラブで開催された。県内各同友会から
32 名の参加があった。
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富
山
県
商
工
同
友
会
結
成
三
十
五
周
年
記
念
式
典
の
ご
案
内

　
県
商
工
同
友
会
は
今
年
で
結
成
三
十
五
周
年
を
迎
え
る
。
つ
い
て

は
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
経
営
革
新
で
ひ
と
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」

日
時　

十
一
月
二
十
八
日（
木
）

午
後
二
時
三
十
分
～

場
所　

富
山
第
一
ホ
テ
ル

　
　
（
富
山
市
桜
木
町
一
〇
番
一
〇
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
七
六
―
四
四
二
―
四
四
一
一
）

参
加
対
象
者　

県
下
商
工
同
友
会
員

会
費　

八
、〇
〇
〇
円

◆
◆
◆
◆
◆ 

次
第 

◆
◆
◆
◆
◆

◎
記
念
講
演
会

午
後
二
時
三
十
分
～
三
時
五
十
分

　
演
題
お
よ
び
講
師

　

外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　

手
嶋　

龍
一　

氏　

　
「
ア
ジ
ア
半
球
の
時
代

　
　

～
環
日
本
海
の
可
能
性
を
探
る
～
」

◎
記
念
式
典午

後
四
時
～
四
時
五
十
分

（
一
）
開
会
の
辞　
　
　
　
　

（
二
）
国
歌
斉
唱　
　
　
　
　

（
三
）
物
故
者
追
悼　
　
　
　

（
四
）
会
長
式
辞　
　
　
　
　

（
五
）
県
連
会
長
挨
拶　
　
　
　

（
六
）
来
賓
祝
辞

（
七
）
来
賓
紹
介　
　
　
　
　

（
八
）
祝
電
披
露　
　
　
　
　

（
九
）
感
謝
状
贈
呈　
　
　
　

（
十
）
被
表
彰
者
代
表
謝
辞　

（
十
一
）
閉
会
の
辞　
　
　
　
　

◎
懇
親
会

午
後
五
時
～
六
時
三
十
分

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

　

ま
た
、
記
念
式
典
に
先
立
ち
長
野

県
へ
視
察
研
修
旅
行
を
実
施
す
る
。

北
陸
新
幹
線
の
開
通
を
見
据
え
、
新

幹
線
の
賑
わ
い
効
果
の
調
査
や
同
友

会
活
動
の
研
究
会
を
行
う
。

日
時　
十
一
月
十
日（
日
）～
十
一
日（
月
）

行
先　

長
野
県
軽
井
沢
、
佐
久
市

岩
村
田
本
町
商
店
街
、
長

野
県
商
工
会
連
合
会
、
善

光
寺
、
須
坂
、
小
布
施

宿
泊
地　

上
山
田
温
泉

参
加
費　
お
一
人
様　

二
五
、〇
〇
〇
円

参
加
対
象
者　

県
下
商
工
同
友
会
員

　

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。
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中小企業振興フォーラム開催
について（ご案内）

中小企業振興フォーラム開催
について（ご案内）

創業等企業力強化支援事業
の受託企業等募集のご案内

　県では、県内における起業後10年以内のスタートアップ期、
成長期の企業等（以下「創業者等」という。）の企業力強化を
支援するため、「創業等企業力強化支援事業」を実施しています。
　創業者等が専門的知識等を有する人材を雇用することによ
り、新商品・新サービスの開発や国外、国内への販路開拓、経
営の向上等を積極的に推進します。
　雇用や事業等にかかる費用は、県が委託費として負担します。http://www.tonio.or.jp/sougyou/kigyouryoku.html

■受託申込可能期間

サポート団体／公益財団法人富山県新世紀産業機構　中小企業支援センター　支援マネージャーグループ
　　　　　　 電話：０７６－４４４－５６０５　※申込書の作成支援等サポート業務を県から委託しています
　　　　　　 富山県商工労働部経営支援課　創業・ベンチャー係　電話：０７６－４４４－３２５２

●お問い合わせ・お申込み●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成２5年11月29日（金）まで（随時受付）※この事業を受託するには、あらかじめ県から　受託企業等の指定を受ける必要があります。

～起業後のスタートアップ期、成長期の企業を人材確保とともに強化～

【雇用創出基金事業（起業支援型地域雇用創造事業）】

中小企業振興フォーラム開催
について（ご案内）

　富山県では昨年制定した「中小企業の振興と人材の育成等に関する基本条例」を指針として、「とやま中小企業チャ
レンジファンド」の創設など県内で頑張る中小企業の皆さんを応援する取組みを積極的に進めています。
　今般、さらに中小企業の振興を図る気運を高めるため、条例に基づき創設した中小企業「元気とやま賞」の表彰や「と
やま起業未来塾」の塾頭である一柳良雄氏による講演等を行う、「中小企業振興フォーラム」を開催いたします。
　皆さまのご参加をお待ちしております。

参加者募集
参 加 無 料

お問い合わせ
お 申 込 み

富山県商工労働部経営支援課創業・ベンチャー係
TEL：076-444-3252（直通）　FAX：076-444-4402

開催日時 平成25年11月22日（金）13：30～15：30

場　　所 インテックビル タワー111 ３階スカイホール （富山市牛島新町５-５）
対 象 者 県内中小企業、中小企業支援機関など

申込方法 指定の参加申込書をＦＡＸまたは郵送

定　　員 ３００名 募集締切 11月11日（月）

富山県中小企業融資制度のご案内
設備投資促進資金

「集中投資促進枠」
平成 25 年 10 月から生産性又はエネルギー効率を向上させる
生産設備の導入を支援する融資制度を創設しました！

融資限度額：5,000万円（うち運転資金1,000万円）

返 済 期 間：設備資金　７年以内（うち据置期間１年以内）
　　　　　　運転資金　５年以内（うち据置期間１年以内）

貸 付 金 利：融資金利　年1.50％ ＋ 保証料率  年0.35%～1.05%（※）
取 扱 期 間：平成 25年 10月１日～平成28年３月 31日
※富山県信用保証協会においても、県内中小企業者の設備投資を促進するため、
　設備投資に係る事業資金の独自保証料率割引を実施しています。

　老朽化した生産設備か
ら生産性又はエネルギー
効率が 10％以上向上す
る生産設備への入替えも
しくは新たに増設する中
小企業者

ご相談 ☞　県経営支援課、お取引のある金融機関へ

制度全般の問い合わせ先：富山県 経営支援課 金融係TEL 076-444-3248　FAX 076-444-4402
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買
い
物
支
援
の
「
く
る
く
る

ま
め
し
ょ
っ
ぷ
」
が
ス
タ
ー
ト

総
合
情
報
誌
　
月
刊
「
商
工
会
」
よ
り
抜
粋

情
報
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

岐
阜
県
恵
那
市
恵
南
商
工
会

恵
那
市
と
恵
那
市
恵
南
商
工
会

は
、
過
疎
地
域
の
買
い
物
弱
者
を
支

援
す
る
た
め
、
六
月
六
日
か
ら
串

原
・
上
矢
作
地
域
で
「
く
る
く
る
ま

め
し
ょ
っ
ぷ
」
と
い
う
移
動
販
売
車

の
運
行
を
始
め
た
。

「
く
る
く
る
ま
め
し
ょ
っ
ぷ
」
は
、

小
さ
な
お
店
が
こ
ま
め
に
各
地
域
を

く
る
く
る
回
っ
て
や
っ
て
く
る
と
い

う
意
味
で
、
地
域
で
か
わ
い
が
っ
て

も
ら
い
た
い
と
の
願
い
か
ら
付
け
ら

れ
た
も
の
。

れ
た
四
十
九
ヶ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
巡
回
し
、
生
鮮
食
品
や
生
活
用
品

な
ど
を
販
売
し
て
い
る
。

五
月
二
十
四
日
に
恵
那
市
が
運
航

費
を
補
助
す
る
協
定
を
商
工
会
と
結

び
、
六
月
六
日
に
は
可
知
義
明
恵
那

市
長
ら
二
十
名
出
席
の
も
と
恵
那
市

明
智
町
の
商
工
会
本
所
前
で
出
発
式

が
行
わ
れ
た
。堀
鑛
商
工
会
長
は「
わ

れ
わ
れ
も
顧
客
を
広
げ
る
チ
ャ
ン

ス
。
買
い
物
支
援
の
役
に
立
て
れ
ば

う
れ
し
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
販
売

車
は
地
元
の
小
学
生
が
歌
う
オ
リ
ジ

ナ
ル
ソ
ン
グ
を
ス
ピ
ー
カ
ー
で
流
し

な
が
ら
移
動
販
売
を
し
て
い
る
。

十
一
月
二
十
四
日
、
津
久
井
エ
リ

ア
の
青
年
団
体
の
合
同
主
催
に
よ
る

地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
「
つ
く
い
リ

ン
グ
２
０
１
３
」
が
開
催
さ
れ
る
。

会
場
は
、
相
模
原
市
緑
区
城
山
に
あ

る
県
立
津
久
井
湖
城
山
公
園
「
水
の

苑
地
」。
津
久
井
エ
リ
ア
で
活
動
す

る
、
藤
野
、
相
模
湖
、
津
久
井
、
城

山
の
各
商
工
会
青
年
部
と
公
益
社
団

法
人
津

久
井
青

年
会
議

所
、
公

益
財
団

法
人
神

奈
川
県

公
園
協

会
が
共

催
し
て

い
る
。

つ
く
い
リ
ン
グ
は
、「
地
元
の
若

い
力
を
集
結
し
、『
つ
く
い
』
と
い

う
名
を
残
せ
る
よ
う
な
地
域
活
性
化

へ
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
」
と

い
う
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト

で
、
今
年
で
二
回
目
。

青
年
部
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
を

生
か
し
た
子
供
対
象
の
無
料
職
業
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
地
元
飲
食
店
や
特
産

品
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る

ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
企
画
さ
れ

て
い
る
。

五
島
列
島
の
福
江
島
で
、
商
工
会

青
年
部
が
カ
ヌ
ー
体
験
を
実
施
し
て

い
る
。
今
年
で
十
五
年
目
に
な
る
取

り
組
み
で
、
五
島
な
ら
で
は
の
美
し

い
海
を
体
験
で
き
る
と
観
光
客
に
好

評
だ
。
地
域
の
担
い
手
た
ち
が
協
力

し
て
続
け
て
き
た
大
事
な
観
光
事
業

と
な
っ
て
い
る
。

一
四
〇
余
り
の
島
々
か
ら
な
る

長
崎
五
島
列
島
。
そ
の
中
で
最
大
の

島
で
あ
る
福
江
島
は
、
古
く
は
遣

唐
使
の
寄
港
地
で
あ
り
、
五
島
藩

一
万
二
千
五
百
三
十
石
の
お
膝
元
と

し
て
栄
え
た
島
だ
。

カ
ヌ
ー
体
験
が
始
ま
っ
た
の
は
、

平
成
八
年
。
美
し
い
自
然
が
自
慢
の

漁
業
の
町
は
、
過
疎
・
高
齢
化
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
な
ん
と
か
半
島

の
先
ま
で
人
を
呼
び
込
む
た
め
に
始

ま
っ
た
。

島
内
に
カ
ヌ
ー
体
験
を
提
供
す
る

事
業
者
は
お
ら
ず
、
カ
ヌ
ー
は
誰
で

も
比
較
的
簡
単
に
乗
り
こ
な
せ
、
玉

之
浦
湾
の
入
り
組
ん
だ
地
形
を
楽
し

め
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
青
年
部
が

中
心
と
な
り
事
業
を
運
営
。

体
験
者
は
ま
ず
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
指
導
を
受
け
、
海
水
浴

場
内
で
練
習
し
た
ら
、
カ
ヌ
ー
ツ
ー

リ
ン
グ
に
出
か
け
る
。
コ
ー
ス
は
、

天
候
や
潮
流
を
見
て
決
定
す
る
。
参

加
者
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

さ
ま
ざ
ま
で
、
東
京
や
大
阪
、
岩
手

か
ら
も
訪
れ
る
。

商
工
会
は
参
加
者
の
受
付
窓
口

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
事
業
の
Ｐ
Ｒ

や
観
光
行
政
と
の
調
整
、
イ
ン
ス
ト

カ
ヌ
ー
体
験
で
半
島
の

突
端
に
観
光
客
を
引
き
込
む

こ
こ
に
し
か
な
い
ツ
ー
リ
ズ
ム

長
崎
県
五
島
市
商
工
会
玉
之
浦
支
所

ラ
ク
タ
ー
の
手
配
・
調
整
、
現
場

で
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
、
青
年
部
と
連

携
し
て
強
力
に
支
援
し
て
い
る
。
カ

ヌ
ー
体
験
者
は
、
こ
こ
五
年
、
毎
年

二
百
四
十
名
ほ
ど
で
、
天
候
に
左
右

さ
れ
る
が
安
定
し
て
集
客
で
き
る
観

光
事
業
と
し
て
地
域
か
ら
評
価
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
他
に
も
商
工
会
青
年

部
で
は
、
四
季
折
々
の
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
や
観
光
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
一
番
大
変
な
の
は
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
だ
。
現
在
、
青
年
部
玉
之
浦
支

部
の
部
員
は
二
名
。
実
質
的
な
運
営

サ
ポ
ー
ト
は
青
年
部
Ｏ
Ｂ
だ
。
カ

ヌ
ー
体
験
で
は
、
Ｏ
Ｂ
を
含
め
た
十

名
で
日
程
調
整
を
し
、
活
動
を
理
解

し
て
く
れ
る
地
域
住
民
の
協
力
も
得

て
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

地
域
に
若
手
事
業
者
は
増
え
る
気

配
は
少
な
い
が
、
観
光
事
業
を
通
じ

て
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
深
ま
り
、

今
後
も
協
力
し
て
、
地
域
を
守
り
た

い
と
青
年
部
長
は
話
す
。

「
つ
く
い
リ
ン
グ
２
０
１
３
」

地
域
の
青
年
団
体
が
共
同
開
催

　
　
神
奈
川
県
　
藤
野
・
相
模
湖
・

津
久
井
・
城
山
商
工
会
青
年
部

　

事
業
に

協
力
し
て

く
れ
る
商

工
会
会
員

三
業
者
が
、

車
体
に
黄

色
い
ス
テ

ッ
カ
ー
を

付
け
た
移

動
販
売
車

で
、
週
三

回
決
め
ら
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ツインクルナイト in 小杉 12／１（日）～
１／31（金） 射水市商工会小杉本所 0766-55-0072

ふれあい青空市
「やまだの案山子」 土曜・日曜・祝日 ふれあい青空市「やまだ

の案山子」運営委員会 076-457-2333

風の盆ステージ 12／14（土）・２8（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

ふくの歳の大市 12／27（金） 南砺市商工会福野事務所 0763-22-2536

～「人材育成しっかり」の雇用創出で、富山を元気に！～
　県は、離職者等の円滑な就職を支援するため、雇用の創出と人材育成を組み合わせた「重点成長分野人
材育成プログラム事業」を県内企業等に委託して実施しており、現在受託企業を募集中です。
　受託を希望される企業等は、以下の内容をご確認のうえ、本事業のサポート団体である富山県中小企業
団体中央会へお問い合わせください。

重点成長分野人材育成プログラム事業の概要

　離職者等を新たに雇用いただき、実務を行いながら、計
画的に職場内外での研修を実施していただきます。雇用や
研修にかかる費用は、県が委託費として負担します。

１　対象企業
　県内に事業所があり次の分野に該当する事業を営む
起業後10年以内の企業等が対象となります。
※起業には、新分野進出のために新たな部門を設置し、実質的
に起業と同等に見ることができると書類等により確認するこ
とができる場合を含みます。

介護、医療、農林水産、環境・エネルギー、観光、地域
社会雇用、産業振興（IT 関連、医薬品関連、機械・金属
関連、健康生活関連の製造・サービス業）

２　雇用期間・人数
雇用期間：６か月以上１年以内
雇用人数：１社あたり５人まで
　　　　　　（障害者等を雇用する場合は７人まで）

３　委託費
　雇用対象者１人１月あたり25万円を限度に人件費、
研修費、事務費を負担します。

◎その他の要件や事業の詳しい内容は、富山県ホームペー
ジをご覧いただくか、本事業のサポート団体へご連絡く
ださい。

http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1303/kj00009309.html

問合せ先／ 県労働雇用課雇用対策係　TEL:076-444-8897
富山県中小企業団体中央会（本事業のサポート団体） TEL：076-424-3686

TOYAMAデザイン・セミナー2013
「農林水産業は今」六次産業化をデザインでバックアップ！

開催日　１１月１４日（木）
会　場　富山市民プラザ４階アンサンブルホール（富山市大手町 6-14）
デザインセミナー	 16：00～17：20	 講師　　北村 森氏 （商品ジャーナリスト）
トーク・セッション	 17：30～18：30	 登壇者　北村 森氏、 中山真由美氏、 林 久美氏

司会　はせがわさとし

主催：社団法人富山県デザイン協会／富山・ミラノデザイン交流倶楽部
　　　高岡市オフィスパーク５番地　電話０７６６－６３－７１４０


